



































































































































































































































Fig. 8　分譲住宅A： 平面図 S=1：250
Fig. 9　分譲住宅B： 東側外観（撮影・山田圭司郎）
Fig. 7　 分譲住宅A：内観 吹抜を介して室内がつ
ながる様子がわかる （撮影・山田圭司郎）






















































































Fig. 12　分譲住宅B： 平面図兼配置図 1/300
Fig. 10　分譲住宅B： 西側外観（撮影・山田圭司郎）



























































































Fig. 14　分譲住宅C： 全体平面図兼配置図 1/400
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等を反映してこなかった。本計画に先立ち、川越
町の現状を詳細に調査すると、近年は若年世帯が
増加傾向で、農地転用による宅地確保が活発であ
る事が判明した。また水害が多い歴史性から震災
以降防災コミュニティに高い関心がある事が判
明した。その結果川越町には豊かな近隣 コミュ
ニティが形成できる分譲地開発が必要という結
論に至った。豊かな近隣コミュニティ形成のた
め、均質化した住まい作りではなく、若者層の多
様化なライフスタイルの受け皿になる、従来の建
売住宅の範疇を越えた分譲地計画を進めてきた。
4－3．計画の特徴 
1 号地は近隣と接する道路側に「離れ」をもつ
住戸である。趣味スぺース等の私的空間や、塾や
ゲストスぺースとして地域・社会に関わる公的空
間として活用可能な「離れ」を設定した。 2号地
は「二世帯」で暮らせる住戸である。 1階に水回
りを有する個室を配し、介護車両から直接親世帯
個室にアプローチできる動線を確保した。 3号地
は「室内土間」のある住戸である。リビングとダ
イニングの間に玄関から続く大きな土間を設置
した。 5号地は「子育て」に配慮した住戸である。 
ここは専用道路の一番奥にあるため、外部も安全
で子育て環境に適している。ロフトのある大きな
個室は、子供の性別・年齢構成や成長に合わせて、
可変な子供室を作る事ができる。
5 ．分譲住宅D
5－1．計画の概要 
千葉県八千代市の新興住宅地内の分譲住宅で
ある。分譲地内の敷地境界を貫く「ロジ」と多数
点在する「テラス」との接点が、住戸間コミュニ
ティの場となる計画とした。植栽計画は若い家族
層に支持されている千葉市内のガーデンショッ
プと共同で取組んだ。建売住宅では軽視される外
構計画の充実を多方面から取り組んだ分譲住宅
である。
5－2．計画の背景 
事業者は千葉県柏市に本社を置く総合建設会
社である。本事業者は2018年に創業50年を迎え、
この計画は節目の事業として、今後の企業体制を
見つめ直す機会となった。50年前の創業時には都
市部でも存在し、近年では喪失しつつある「住戸
間コミュニティの場の創出」が、住まい作りの原
点に立ち返る方法と位置づけ、外構計画を充実さ
せることで住戸間コミュニティが活性化する分
譲住宅を目指した。
5－3．計画の特徴 
いわゆる一般的な建売住宅が購入可能な若い
中間所得層が販売対象であり、建材・住宅設備の
スペックは事業者が設定する標準仕様とする反
面、外構計画の充実を図った。その結果、住居内
外が一体となった開放的な住環境が実現し、そこ
に住民同士が通り抜け可能なロジがつながり、分
譲地全体でコミュニティの場が創出されている。
6 ．まとめ 
筆者は事業の背景を観察し計画地の環境を精
䝝䝘䝺䝝䝘䝺
䜸䞊䝥䞁
䝔䝷䝇
䜸䞊䝥䞁
䝔䝷䝇 䜸䞊䝥䞁
䝔䝷䝇
䜸䞊䝥䞁
䝔䝷䝇
㻡ྕᆅ
㻢ྕᆅ
䝻䝆䛜ᩜᆅቃ⏺䜢㈏䛟⟠ᡤ
䝻䝆䛜ᘓ≀䜢䛟䛠䜛⟠ᡤ
䜸䞊䝥䞁䝔䝷䝇䛸䝻䝆䛿ఫᡞ
㛫䛾䝁䝭䝳䝙䝔䜱䛸䛺䜛
Fig. 15　分譲住宅D：5，6号地平面図 1/300
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査することで、個性的な分譲住宅を実現させてき
た。分譲住宅Aの事例では共働き世帯に特化す
ることで、室数確保が優先される従来の分譲住宅
とは違うワンルーム住戸を実現させた。分譲住宅
Bの事例では、延床面積が30坪を超えるものが一
般的な分譲住宅市場で、20坪強の小規模分譲住宅
を実現させ、子育てが終わった年配夫婦を販売対
象にした分譲住宅、という新しいマーケットを開
拓した。分譲住宅 Cの事例では、現代の多様な
家族像に細かく対応した多様な住戸計画としな
がら、街並みとして一体感がある外観デザインを
実現した。分譲住宅Dの事例では、住戸間の敷
地境界にある塀やフェンスなどの構造物を撤去
するだけではなく、敷地境界を越境して分譲地の
住民が通り抜けできる路地の設置が実現した。こ
うした取り組みはグッドデザイン賞（公益財団法
人・日本デザイン振興会主催）を受賞した実績か
らもその社会的意義が立証されている。少子化が
進みライフスタイルの多様化が進む現代社会に
おいては、多様性に富んだ分譲住宅の可能性はま
すます高まっていく。
Fig. 16　分譲住宅D： 俯瞰外観（撮影・山田圭司郎）
